
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

多角的視点に立脚した包括的な感染症リスク低減

基調講演

①公開シンポジウム「COVID-19と学際研究」感染症共生システムデザイン学際研究重点
拠点（SDGS-ID）共催- の実施（2023年3月18日(土）13:00-17:00)

本公開シンポジウムでは、「COVID-19と学際研究」と題して、第1部で医学・工学・文学
領域の３名の研究者による基調講演、第2部では若手研究者8名の研究成果を発表し、本学の
様々な領域研究者によるCOVID-19学際研究の成果を発信した。また、第3部の意見交換で
は、医学・公衆衛生だけでは解決できない問題となったCOVID-19の課題を克服するために、
いかに学際的な研究を推進し、専門領域の枠を超えた多様な「知」を集結して「感染症に対
してレジリエントな社会の実現」に貢献するのか、次世代を担う若手研究者と意見交換を
行った。

関連ホームページ
感染症共生システムデザイン学際研究重点拠点（SDGS-ID) https://www.sdgs-id.med.tohoku.ac.jp/index.html

令和４年度における活動実績・成果の概要

若手研究者発表

意見交換時のパネリストの様子

https://www.sdgs-id.med.tohoku.ac.jp/index.html
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②クロストークミーティング「コロナとこれからの社会を広く深く考える会」の実施

関連ホームページ
クロストークミーティング「コロナとこれからの社会を広く深く考える会報告 http://www.virology.med.tohoku.ac.jp/ja/ct-meeting.html

令和４年度における活動実績・成果の概要

議論テーマ 話題提供者 開催日時

第１回 総論
「歴史の転換期に起きたCOVID-19パンデミックと
総合知の必要性」

押谷 仁 （東北大学大学院医学系研究科微生物学分野 教授）
2023年1月11日
18:00-20:00

第２回 「COVID-19パンデミックから明らかになったグ
ローバル・ヘルス・ガバナンスの課題」

押谷 仁 （東北大学大学院医学系研究科微生物学分野 教授）
植木 俊哉（東北大学理事・副学長 / 法学部 教授）
武見 綾子（東京大学先端科学技術センター グローバル合意

形成政策分野 准教授）

2023年2月15日
18:00-20:30

第３回 「コロナの死をどう捉えるか」 押谷 仁 （東北大学大学院医学系研究科微生物学分野 教授）
木村 敏明（東北大学大学院文学研究科 宗教学分野 教授）

2023年3月8日
18:00-20:30

教室の様子（ハイブリッド開催）

本会は、COVID-19による社会全体の影響や、次のパンデ
ミックに対しレジリエントな社会を創るために何が必要かを
議論するために2023年1月に設立されたものである。クロス
トークミーティングは自由な討論を基本として、本学の研究
者、次の時代を担う若手研究者や学生が、真の学際研究や総
合知とは何かを考えるきっかけにしたいと考え実施してきて
いる。
令和4年度は、クロストークミーティングを3回開催し、

COVID-19から明らかになったさまざまな社会課題について、
社会科学・人文科学・自然科学の専門家の知見をもとに、活
発な議論を展開している。

クロストークミーティング「コロナとこれからの社会を広く深く考える会」
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